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ワーク・ライフ・バランスって何だろう？ いま何故ワーク・ライフ・バランスが必要なのか

残業が減り、
家族や友人と過ごす
時間や家事の時間が

増えた

好循環
ライフ

（仕事以外の
　全ての時間）

ワーク
（仕事）

生活の
充実

時短勤務や休暇制度を
活用し、育児・介護と仕事の
両立が可能になった

子育て
や介護

ゆっくり休んで
仕事もやる気が出た

休養
の時間

仕事帰りに学校に
通って資格を取ったら

昇給した

自己啓発
の時間

育児や介護で仕事を
辞める人が減り、優秀な人材
を確保できるようになった

休暇・休業
制度の充実

従業員の会社への満足感
や仕事への意欲が高まり
生産性が上がった

スキル
アップ支援

移動時間を削減し
効率的な業務実施に
繋げることができた

働く場所
の見直し

業務の効率化によって
残業代や光熱費などの
コストが削減できた

働く時間
の見直し

日本は現在、人口オーナス期にあり、働き方をチェンジする必要性がある

労働力人口

全人口

労働力人口

全人口

人口ボーナス期（1990年代まで）（戦後の高度経済成長期）
・労働力人口が多い　・高齢者が少ない
・社会保障費が少なく、経済発展しやすい時期

人口オーナス期（1990年代～現在）
・働き手が少ない　・高齢者が多く、若者が少ない
・社会保障費の負担が大きく経済は伸び悩む

若いうちから裁量権のある仕事を任せてくれる

企業戦略やビジョン

経営者が魅力的である

専門知識や技術が身につく

会社の売上・利益

仕事の成果や業績が正当に評価される

学んだ能力や技術、専門性を活かせる会社

社会や地域への貢献度

雇用形態

社風・コーポレートカラー

教育・研修制度

雇用の安定性

業界・業種

職種・仕事内容

勤務地

給与水準

勤務時間・休暇

出典元：株式会社求人おきなわ「ジョーナビ新卒2019」学生の就職活動調査

人口ボーナス期・人口オーナス期

就職先選びで重視すること
学生が就職先選びで重視したことと企業が採用活動で強くアピールしたこと（複数回答）

　日本は1990年代以降、人口構造の変化に伴い労働力人口も激減。また市場のニーズも変化しているため大量
生産大量消費の時代から、常に付加価値を求められる時代へ変化したため、WLBの充実で発想の転換が求め
られている。さらに、若者の価値観の変化によって、就職先選びで重視することも大きく変化している（下図）
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